
〈今月の聖句〉               

神は愛です                   
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今年の夏はと言うか、毎年記録づ

くめの暑い夏を過ごしています。外

に出るのも躊躇するので、いつにな

く今年は読書の日々でした。本も気

になると買ってきただけの積ん読が

多いのですが、愛着をテーマにした

本を何冊か読みました。愛着という

言葉をご存じでしょうか。私たちは

日常生活の中で「愛情」や「愛着」

とは意味が少し違います。愛情は誰

かに対する強い好意や思いやりの気

持ちで、家族や友達、恋人など、幅

広い関係に使われます。例えば赤ち

ゃんが母親に見せる親しみや安心感

は「愛着」です。愛着は、ある対象

に強い結びつきを感じて、離れたく

ないという心理状態を指します。心

理学では特に乳児と母親の関係にお

いてよく使われる言葉です。赤ちゃ

んは母親の存在によって安心感を得

てその存在に依存します。愛着は安

全基地のような役割を果たし、この

関係性が安定すると子どもは自立し

ていくことができます。子どもの頃

に十分に愛着関係を結べなかった子

どもは自立が遅れたり、情緒が不安

定になる場合もあるようです。思い

切り母親に抱きしめられて、自分は

絶対に大丈夫だ、生まれてきて良か

ったんだという自己肯定の思いが醸

成されることが発達に不可欠な事な

のですね。そして母親だけでなく、

目に見えない創造主である神にしっ

かりと抱きしめられた経験はその後

の人生を大きく変えていきます。逆

に神との愛着関係が上手くいかない

と、自分なんかいてもいなくても良

いのだ。失敗する自分は役に立たな

い、不必要な存在なんだという悲し

い人生を送ってしまうことにもなる

という事です。聖書は神は愛であ

り、神は私たちを本当に心から大切

に思い育んでくださると語ります。

子どもたちにこのことを伝えていく

ことはとても難しい事ですね。頭で

知識として知っているだけでは何の

役にも立ちません。子どもたちの生

活の中でも自分が大切にされたとい

う経験を持つ子は頭ではなく、心で

感じる事ができるでしょう。今月

は、神が私たちの一人一人をどれだ

け大切に思っているかというお話を

したいと考えています。         

神が愛であるということはキリスト

教の根幹の問題です。聖書の一番初

めは「神は天地を創られた」という

事で始まります。そして私たち人間

も創造された。神は私たち一人一人
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を大切なかけがえ

のない存在として

創造されていると

いう告白です。私

たちは誰一人とし

て失われてはいけ

ない。誰も一人ぼっちにはされては

いけない。わたしたちは互いに支え

合い、神が愛であるように互いに愛

し合うことが求められています。だ

からいつも神が大切に思うことを大

切にして、自分以外の存在を大切に

しなさい。隣人を愛しなさいと命じ

られます。聖書はそのことが本当だ

と信じた人々と、神など存在しない

と信じることなく失敗した人々の歴

史を伝えているといっても良い位で

す。私たちは神を信じなさい、隣人

を大切にしなさいと言われても、自

分の方が大切だし、時には兄弟同士

もいがみ合ったり、愛せない現実が

あります。そんな自分はダメな存在

だと諦めてしまう人もいます。また

それほどではないと、自分を偽って

隠したり、そのことがばれないかビ

クビク恐れて生きる人もいます。神

はそんな一人一人を先刻ご承知で

す。承知の上で、ダメなお前はもう

見捨ててしまう、容赦しないと切り

捨てることはありません。どんな犠

牲を払ってでも助けて

あげたい、大切な存在

として守ってあげた

い。それが神の愛の本

質です。誰もが救われ

て欲しい、助けてあげ

たい。大切な存在だから、自分を愛

して欲しい。そんな願いを持ってい

ます。その思いの表れがイエスの十

字架です。神は子なる神を十字架に

かけて、人々の罪の贖いをされたと

わたしたちは信じています。教会に

十字架が飾られているのは何故でし

ょうか。拝んでいるわけではありま

せん。十字架を見て、神が本当に私

たちを大切に思って愛してくださっ

ていることを確信するためです。神

は神とわたしとの愛着関係を思い出

して欲しいと語り続けています。神

に愛されている。それは私たちの人

生の大きなエネルギーにもなりま

す。何をしても神は愛なら赦される

んだと自分勝手になっても良いとい

う事ではありません。神が私たち

を、本来はダメな存在であったとし

ても大切にして愛してくださること

に感謝して、喜びに溢れて、自分を

大切にして、隣人を愛していこう、

大切にしていこうと生きていくこと

を求められています。今月は少し抽

象的な話で子どもたちにも理解しに

くいかも知れません。神は母親が我

が子を愛おしむように抱きしめてく

ださっている。愛着関係の中に自分

たちは生かされていると言うことを

考えて見ていただきたいと思いま

す。子どもたちが成長していく

中で、神が愛であり、自分は母

親に愛着されたように神にも愛

されている。だから素敵な人生

を送ろうと生きていくとことが

できますように。 


